


























What is a "function idea" ?

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ではおかなかった。」（和田 1952 d）先ず始めに、1917年大正 6年には当時の文部省がクラインの
改良案であるその骨子を「新主義数学」（Die Mathematiknschmodernen Grundsatzen）と訳して紹介
している。そしてこれを契機としてその直後我が国の「数学教育改良改造運動」の具体的な実践




















































































































































































































の詩がある。「道程」の詩は大正 3年 1914年発表であるからそれは小倉金之助 29歳の頃である。



























































































































































































e）と戦後 50年の節目に語っている。「ゆとり」が話題となった 1977年昭和 52年改訂の学習指
導要領が公示された時期に、「実質において、関数に関する考察の重視が、算数・数学の進展に
どのような形で現れてくるかという立場で考えたときには、必ずしも満足すべき状況にあるとは
みられない。」（中島 1981 f）と記している。そして「昭和 52年の新学習指導要領の改訂以来『関
数の考え』に関する研究や指導面での関心が薄らいでいるのではないかと危惧されるような面が










































































































































































































































































れた一辺マッチ棒 1本の正方形を提示した。次に、マッチ棒 6本で縦 1本横 2本に作られた長方





そして最後に、7番目（一辺 4本の正方形）のつぎに、8番目として、マッチ棒縦 3本横 5本
の長方形を提示したのである。8番目は、縦 3本、横 5本の長方形である。縦の本数が 7番目の
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